
旅費 69,401円　需用費 2,446,628円（消耗品費 163,671円　燃料費 3,211円　光熱水費 49,644円　備
蓄品費 2,230,102円）　役務費（各種手数料） 7,920円　委託料 7,293,000円（設備保守点検業務委託
料 1,298,000円　システム等改修業務委託料 5,995,000円）　使用料及び賃借料（テレビ受信料）
24,740円　工事請負費（整備工事請負費） 369,600円　負担金、補助及び交付金 1,934,730円（電波
利用負担金 43,600円　徳島県消防防災ヘリコプター運行連絡協議会負担金 1,558,000円　徳島県総
合情報通信ネットワークシステム運営協議会負担金 320,130円　災害補償保険料 13,000円）

備　 考

項 2 防災費 目 1 防災費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 8 消防費

  うち繰越分↓
7,917,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 3,340,241

  うち繰越分↓
12,146,019

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

7,917,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 3,340,241
  うち繰越分↓

12,146,019

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　町内防災団体による「自助」「共助」の防災知識の普及・啓発による住民の防災意識の向上を支援する。
　J-ALERT、防災防犯灯、デジタル簡易無線、県防災無線等の整備、管理、災害時だけではなく平常時か
ら各通信機器を使用した訓練を実施する。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

J-ALERT機器の保守点検委託、設備更新業務
防災防犯灯の整備、修繕
防災施設の整備、管理

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

住民 対 象 者 住民

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　平常時より防災についての備えを心がけるとともに、発災時には自らの身を守るよう行動できるように啓
発していく。また、さまざまな環境下にある住民等に対して警報等が確実に伝わる伝達手段の多重化、多
様化を図る。

事業継続年数 事業開始年度 不明

分野別施策 ３　消防・防災体制の充実 所 属 長 三好 芳和

主な施策 ４　総合的な防災体制の確立 電話番号 82-6315

第２次
総合計画体系

政策目標 ４　安全・安心なまち 担当部署 危機管理課

根拠法令等 東みよし町地域防災計画 共通対策編 第2章 災害予防

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 防災事業 整理番号 1303-005

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


